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本
町
で
は
町
の
医
療
福
祉
に
つ

い
て
、
住
民
健
診
を
始
め
年
齢
対

象
に
よ
る
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ

ク
、
歯
周
病
検
診
の
無
料
化
。
子

育
て
保
護
者
負
担
の
負
担
低
減
策

で
は
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
、
妊

婦
、
乳
幼
児
な
ど
の
各
種
検
診
の

無
料
化
、
助
成
な
ど
町
単
独
事
業

も
あ
り
、
他
の
市
町
村
か
ら
一
目

お
か
れ
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
民
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

手
、
足
腰
に
支
障
が
起
き
て
い
る

方
も
多
く
、
町
外
の
整
形
外
科
を

利
用
す
る
方
も
見
ら
れ
ま
す
。
受

診
と
な
る
と
、
ど
こ
の
整
形
病
院

も
混
ん
で
い
て
、
交
通
の
便
も
合

わ
せ
る
と
一
日
が
か
り
に
な
る
と

の
こ
と
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
町
民
の
医
療
福
祉
の
充

実
に
向
け
伺
う
。

問
以
前
、
理
学
療
養
法
が
実

施
さ
れ
て
い
た
が
、
実
施

さ
れ
な
く
な
っ
た
経
緯
、
及
び
、

理
学
療
養
法
の
為
の
設
備
に
つ
い

て
、
現
在
の
活
用
と
今
後
の
増
設

予
定
に
つ
い
て
。

答
医
療
器
具
は
以
前
、
腰
痛
、

関
節
痛
患
者
な
ど
の
治
療

の
為
、
整
備
を
図
っ
た
も
の
で
、

整
形
外
科
を
専
門
と
し
た
医
師
が

県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
時
期
に

購
入
し
た
も
の
。

　
現
在
は
内
科
を
中
心
と
し
た
医

師
派
遣
の
為
、
理
学
療
法
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
慢
性
的
な
関
節

痛
や
腰
痛
な
ど
へ
の
湿
布
処
方
や

膝
関
節
注
射
を
行
っ
て
い
る
。

　

理
学
療
法
が
必
要
な
方
に
は
、

公
立
病
院
、
整
形
医
療
機
関
な
ど

の
紹
介
を
し
て
い
る
。
新
た
な
医

療
器
具
購
入
の
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

問
診
療
所
に
理
学
療
法
を
目

的
と
し
た
体
制
づ
く
り（
理

学
療
法
士
の
配
置
）
は
出
来
な
い

か
。

答
医
療
福
祉
の
充
実
は
重
要

で
あ
る
が
、
整
形
外
科
医

の
い
な
い
診
療
所
に
理
学
療
法
体

制
づ
く
り
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
高
齢
者
の
現
状
を
考

え
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
は

一
概
に
い
え
な
い
。
診
療
所
、
刈

田
病
院
の
了
解
を
得
る
こ
と
を
条

件
に
、
予
防
、
も
し
く
は
訓
練
の

た
め
理
学
療
法
士
の
派
遣
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

一般質問 吉田修議員１項目を問う

吉田修議員

医
療
福
祉
の
充
実

一般質問 五十嵐敏夫議員１項目を問う

五十嵐敏夫議員

問

答

小学校通学路危険ブロック塀対策は

子供たちの登下校安全対策に努める

　
宮
城
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
公

立
小
学
校
１
８
８
校
の
半
径
５
０

０
ｍ
圏
内
で
、
通
学
路
に
面
し
た

高
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
石
塀
な
ど
の
解
体
が
必
要

な
も
の
が
１
８
６
ヶ
所
、
補
強
や

改
修
が
必
要
な
も
の
が
１
５
２

７
ヶ
所
と
の
結
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
ご
承
知
の
通
り
過
去
に
震
災
に

よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に
て
多
く

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
平
成
30

年
の
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、
登

校
時
に
女
児
が
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
亡
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
犠
牲
者

を
防
ぐ
た
め
に
県
に
お
い
て
も
市

町
村
に
結
果
を
通
知
し
、
所
有
者

に
解
体
を
要
請
す
る
と
の
こ
と

で
、
県
内
で
は
、
七
ヶ
宿
町
を
除

く
34
市
町
村
が
、
解
体
の
助
成
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
県

か
ら
町
に
危
険
個
所
の
通
知
は

あ
っ
た
の
か
。

答
本
年
４
月
に
宮
城
県
よ
り

ブ
ロ
ッ
ク
塀
要
改
善
２
カ

所
の
通
知
は
き
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
所
有
者
に
調
査
結
果
、
改

善
等
の
要
請
通
知
と
と
も
に
、
基

準
に
適
合
し
な
い
原
因
や
、劣
化
、

損
傷
の
評
価
も
通
知
し
て
い
る
。

問
解
体
・
改
修
へ
の
助
成
制

度
を
導
入
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
。

答
要
改
善
判
定
が
２
カ
所
出

て
い
る
の
で
、
助
成
の
在

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

問
助
成
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
助
成
額
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
他
市
町
村
に
準
じ
、
取
り

除
く
場
合
は
、
上
限
15
万

円
。
内
訳
は
、
国
と
町
で
半
額
負

担
す
る
。

　
取
り
除
い
た
後
に
新
設
す
る
場

合
は
、
国
と
町
で
５
万
円
助
成
す

る
。

問
通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
倒
壊
に
よ
る
町
民
、

特
に
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
上
級
生
を
中
心
と
し
た
集

団
の
登
下
校
を
行
う
と
と

も
に
、
警
察
官
、
地
域
住
民
に
よ

る
安
全
誘
導
や
見
守
り
の
ほ
か
、

下
校
時
も
バ
ス
停
留
所
ま
で
教
職

員
が
同
行
し
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
以
外
の

安
全
対
策
及
び
助
成
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
以
外
に

つ
い
て
の
助
成
は
今
後
検

討
し
た
い
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊

は
所
有
者
の
責
任
が
発
生
す
る
の

で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策

▲児童登下校風景▲七ヶ宿町国保診療所

問

答

理学療法体制の充実について

予防、訓練のための理学療法士の
派遣について検討したい


